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 平素は、

賜り厚くお礼申し上げます。

 さて、

（滋賀県立県民交流センター）におきまして、

近畿支部地方会

 日本消化器がん検診学会は、会員の教育・研修を促進し、消化器がん検診に

関する学術の進歩と適切な検診方法の普及を図り、もって広く社会に貢献する

ことを目的としています。近畿地区では、医師・診療放射線技師・臨床検査技

師・保健師・看護師・自治体関係者の集う学術集会（地方会）を年間

しており、平成

 つきましては、

学会の開催趣旨をご理解いただき、社会貢献の一環として、

りますようよろしくお願い申し上げます。
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協賛募集要項 

 

１ 目 的 

   第 47 回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会の実施にあたって、趣旨

に賛同いただける皆様からの寄付金等を募り、学会運営資金に充てること

で、内容の充実を図ります。 

  

２ 協賛の種類 

（１）第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会の開催に要する資金

の提供（１口 10,000 円で何口でも可） 

（２） 第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会抄録集への広告の提供 

（３） 第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会開催中の機器等の展示 

（４）第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会開催中のランチョン

セミナー 

（５）第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会事務局が行う広報機

会、役務の提供 

 

３ 協賛者への特典 

   協賛者のご芳名を第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会抄録集

等に掲載してご披露します。ただし、協賛者の意向があった場合はこの限

りではありません。 

 

４ 協賛金等の使途 

   金銭による協賛を得た場合、第 47 回日本消化器がん検診学会近畿支部地

方会の運営費用に充てさせていただきます。 

 

５ 広告料等の管理 

金銭による協賛を得た場合、公益財団法人滋賀県健康づくり財団内（滋

賀県大津市御殿浜 6-28）に事務局を置く、第 47 回日本消化器がん検診学会

近畿支部地方会の銀行口座で管理し、日本消化器がん検診学会ならびに日

本消化器がん検診学会近畿支部が会計ならびに会務執行状況を監査します。 

 

【振込口座】 

   銀 行 名：滋賀銀行 県庁支店 

   口座種類：普通預金  

   口座番号：５２１６１４ 

   口座名義：第47回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会 会長 水田和彦 

ダイ 47 カイニホンショウカキガンケンシンガッカイキンキ 

シブチホウカイ カイチョウ ミズタカズヒコ 
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第 47 回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会の概要 

 

１．目的 

会員の教育・研修を促進し、消化器がん検診に関する学術の進歩と適切な検

診方法の普及を図り、もって広く社会に貢献することを目的とし、年間 1 回の

地方会（学術集会）を開催する。また、地方会の活性化を図るため、医師研修

会・放射線研修会・超音波研修会・保健衛生研修会を併催とする。 

あわせて、消化器がん検診の受診者への啓発の一環として、無料の公開講座

を滋賀県と共催にて開催する。 

 

２．実施主体 

日本消化器がん検診学会近畿支部 

 

３．後援 

  滋賀県 大津市 一般社団法人滋賀県医師会 公益社団法人大津市医師会 

  公益社団法人滋賀県放射線技師会 

 

４．内容 

（１）第 47 回日本消化器がん検診学会近畿支部地方会 

   平成 30 年 8 月 5 日（日）９：３０～１６：００ 

    一般演題 

シンポジウム１ 

「近畿地方における胃がん内視鏡検診の課題と解決策」 

    ランチョンセミナー１ 

テーマ：大腸ＣＴＣ 

    ランチョンセミナー２ 

テーマ：ヘリコバクターピロリ菌関連 

    シンポジウム２ 

「適切な消化器がん検診をより多くの人に」 

（２）医師・放射線研修会※地方会前日に開催 

平成 30 年 8 月 4 日（土）１３：００～１７：００ 

    講演１「総論と大腸がん検診」 

    講演２「胃 X 線検診の新カテゴリー分類解説」 

    講演３「胃内視鏡検診」 

（３）保健衛生研修会※地方会前日に開催 

平成 30 年 8 月 4 日（土）１３：３０～１５：３０ 

    講演「市町村が行うがん登録を利用した検診精度の評価」 

（４）超音波研修会※地方会前日に開催 

平成 30 年 8 月 4 日（土）１３：３０～１６：３０ 



 症例検討 

    教育講演「楽しく学ぼう！胆膵エコー」 

（５）公開講座※地方会前日に開催 

平成 30 年 8 月 4 日（土）１４：００～１６：１０ 

    「消化器がんを予防する、早く見つけて直す」 

 

５．事務局 

   公益財団法人滋賀県健康づくり財団 

    担当 遠藤融（健診保健部 部長） 

〒520-0834 滋賀県大津市御殿浜 6 番 28 号 

    TEL 077-536-5210      FAX 077-536-5211 

       mail  jsgcs47kinki@kenkou-shiga.or.jp  

 

 



収支予算書 

収入の部 

 

支出の部 

 

科  目 金  額 内  訳 

補助金収入 700,000 円 日本消化器がん検診学会本部より地方会ならび

に医師研修会への補助金収入 

参加費および抄録

販売売上 
1,350,000 円 

医師    100 名×5,000 円＝500,000 円 

コメディカル 400 名×2,000 円＝800,000 円 

抄録集売上  50 冊×1,000 円＝ 50,000 円 

寄附金収入および 

雑収入 
750,373 円 協賛金、広告料等 

合計 2,800,373 円  

科  目 金  額 内  訳 

臨時雇賃金 335,400 円 臨時職員賃金           335,400 円 

旅費交通費 82,000 円 各講師旅費                     82,000 円 

通信運搬費 207,000 円 
ハガキ購入             79,000 円 

ゆうパック送料代等               128,000 円 

消耗品費 100,000 円 事務消耗品費                   100,000 円 

印刷製本費 882,000 円 

抄録集印刷代           751,000 円 

参加証印刷代            86,000 円 

封筒等印刷代                       45,000 円 

会場費 485,000 円 会場借上げ費                   485,000 円 

諸謝金 322,973 円 講師謝金                         322,973 円 

委託料 211,000 円 HP作製委託料等                 211,000 円 

会議費 45,000 円 講師茶菓代等            45,000 円 

記念品費 130,000 円 司会等への謝礼          130,000 円 

合  計 2,800,373 円  


